


全国から喜びの声が届いています。

愛をこめて…1日10円

これからも愛を込めて
取り組んでまいります！

目標5億円

JAIFA はお客様のために常に学び、奉仕を続けるプロ集団です。

累計総額　5億 3,072 万7,066 円
令和元年度募金現在額は 485 万 5,730 円です （令和元年 9 月 30 日現在）

これからも愛を込めて
取り組んでまいります！

JAIFA 奈良県協会

岩城 淳弘 会長

愛のドリーム号で
ふくしのまちづくりのお手伝いを！

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　石井　清司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

突破いたしました。

JAIFA 奈良県協会は、社会福祉法人 大淀町社
会福祉協議会に愛のドリーム号を贈呈しました。
大淀町社会福祉協議会では、「住み慣れた地域
で、共に支え合い、幸せに暮らせるふくしのまち
づくり」をめざしており、訪問介護や訪問看護など
の介護サービスのほかにも幅広い生活支援サービス
を実施。地域の社会資源とのネットワークを活か
した活動をされています。
多様なニーズに対応する在宅介護サービス等におい
ては、福祉巡回車は必要不可欠
なものであり、「愛のドリーム号」
が皆さまのお役に立つことができ
れば嬉しく思います。
今後も引き続き、人とのつながり
を大切にしていき、積極的に地域
社会貢献活動をして参ります。



生命保険営業に必要な情報を
学べるサイト「JAIFA 学習帖」
に、ご登録いただきましたで
しょうか？ まだご登録いただい
ていない会員は、今すぐご登録
ください。〈2018 年 11 月ＯＰＥＮ〉

登録は簡単です！！

https://www.jaifa-learning.com/

JAIFA学習帖

QRコードアプリで今すぐログイン

「　　　　　　 」サイト
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● リーフレットで学ぶ“保険提案”（生命保険提案、相続・法人の自学自習用のリーフレットです）
 11 月追加予定：法人 No.19 役員退職金の支給までの流れはご存じですか？

● 映像で学ぶ“相続・法人の基礎”
　（相続・法人の生命保険の提案を学べるツールです）
  11 月追加予定：法人の基礎【総集編】法人のまとめ

●“映像ライブラリー”で調べよう
　（相続・法人の基本用語を映像で解説。実践に使えるヒントが盛り沢山です）
  11 月追加予定：【法人】社会保険料の決め方
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▼学習帖登録、ご希望の方は下記ご記入のうえ FAX送信してください。▼
送信先 　本部事務局 FAX：03-3241-0314

JAIFA 学習帖登録申込書
まだ学習帖登録をされていない会員で新規登録を希望の方は、下記ご記入のうえ切り取らずに FAX送信してください。
※�ご記入いただきましたメールアドレスに「@jaifa-learning.com」よりパスワードが届きますので、� �
ログイン画面に登録アドレスとパスワードを入力してログインしてください。

所属協会

会社名� ��生命　　　　　　　　　　　�支社　　��　　　　　　　　　　　�支部　・　営業所

氏名（フリガナ）

メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　���＠

携帯番号

※�携帯電話のメールアドレスを指定される場合は、「@jaifa-learning.com」からのメールを受け取れるように設定をお願いします。� �
設定してもメールが届かない場合、迷惑メールフォルダをご確認ください。

※登録確認のため、携帯電話に連絡させていただくことがあります。



白水性一
昭11・20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭10・19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

願望達成の月です。自分の考えや行動も
的確な判断ができるとき。その上、自分
を取り巻く周囲の状況も最高です。ビジ
ネス運は千客万来。特に飲食店での商談
は成果に結びます。金銭運も営業利益が
上昇中ですから幸先が良いでしょう。社交
運は人気運に支えられていて、モテモテ
です。ただし、うっかりの一言には注意
しましょう。
開運★南大吉方位～ここで勝負の営業活動を。
（成果を上げやすい、紹介話が舞い込む）

運勢階段の最上階で過ごす今月は運気
最高です。これより上を望まずにしっかり
と現状を守り、セオリー通りに過ごして
ね。自分の足許を固めて組織の強化も
図りましょう。ビジネス運は今年の最終
章を決めて、来年の準備をすること。金
銭運は頑張った人とそうでない人に二極化
あり。社交運は現状維持でお預けです。

開運★東大吉方位～ここで商談を。
（良い情報が先に入る、仲間が助けてくれる）

勢いが出てきました。かなりの忙しさです。
今月は体力勝負の月。自分の考え、行動
は的確な判断ができるときですから他を
頼らずに単独で走りましょう。ビジネス
運は動くことがテーマです。動いて動いて
結果に結びましょう。金銭運は持ち込ま
れる話は大きいです。金運は良いでしょう。
社交運は古い付き合いや旧知の友達など
との交流が多いとき。
開運★西大吉方位～ここで飲食を。
（紹介話が来る、営業利益がアップする）

自分の考えや行動がピンとピタリの今月
は気分よく過ごせますが、比重は遊興に
心を奪われてなかなかお仕事モードになり
ません。ビジネス運は遊んでいるのに、
不思議と紹介や周りからの支援のおかげ
で、何とかノルマは達成できそうです。
金銭運は使うお金が不足しがち、要注意。
社交運は人気NO1です。

開運★西北大吉方位～ここの神社にお参りを。
（金銭運が良くなる、上司、目上からの支援あり）

変身願望の強い今月は、変化変革をした
くてなりません。自分の考え方も行動も
チグハグになりやすいとき。セオリー通り
に過ごすことが大事です。ビジネス運は
何かと流れを変えて行動してしまいますが
現状維持で通すこと。金銭運は無駄遣い
をなくしましょう。低迷していますので、
社交運は変化すると気が沈みます。

開運★東大吉方位～是非、遠方旅行をおすすめ。
（大発展ができる場所、何かと良い状況になる）

自分の考え方も行動も全てピント外れで
す。油断をしないで重要月を乗り切りま
しょう。一つ良いことは誰よりも一番早くに
情報が入ること。ビジネス運は若い未開
拓の所を重点的にアタックしてみましょう。
金銭運は良くありません。古い支払いの
催促があります。社交運は再会や旧友と
の交流になるでしょう。

体力が低迷しているので、気力が湧かない
月。どうしても踏ん張る力が不足気味です。
何かとマイナスな傾向になりますので、
できるかぎり外を歩きましょう。ビジネス
運は焦らないで次への準備をして、できる
だけ沢山の人に会いましょう。金銭運は
良くありません。社交運は現状維持を守り
ましょう。

開運★東南吉方位～ここで活動を。
（あらゆることのケジメがつく。千客万来になる）

待ちに待った盛運期ですが、運気はひ弱で、
一気に良い展開は難しいです。ゆっくり
と堅実に進んでいきましょう。ビジネス
運は取り巻く状況がとても良いので、応援
してもらいましょう。金銭運はマイナス
の出銭が多くなるようですから、財布の
紐はしっかり締めて。社交運は新しい動き
はないですから、現状維持で形を守りま
しょう。
開運★東大吉方位～是非遠方への旅を。
（発展する、すごく早い勢いで前進する）

発展のリズムに乗り、元気よく活動できる
月。自分の考え方は少々勇み足になりそう
ですが、取り巻く周囲はあなたの助けに
なり、当てになります。ビジネス運は大
きい会社、目上の方々、上司などからの
情報が入りやすいので完璧に形にできる
ときです。金銭運は悪くありません。今
月の社交運はお仕事モードで張り切りま
しょう。
開運★西北吉方位～ごく近くとお墓参りを是非。
（ビッグチャンスに恵まれる。大きな仕事が舞い込む）

2019 年 11月節

開運★東南の東方面～ここで営業活動を。
（支援者が出てくる、紹介話が舞い込む）

11.8▶12.6



C O N T E N T S

	 マダム晶子の九性気学で	今日から開運

02	 特集　　
	 七五三の日

06	 第 3 回　ワインの基礎知識
	 	「ラベルの読み方」	

これだけはマスターしよう！

08	 第 55 回　ゼロから学ぶ税金講座
	 年末調整で控除される4つの「保険料」

10	 第 203 回　ありがとう生命保険	 	 	
～中学生作文コンクール入賞作品より～

	 	「身近に感じた生命保険」
	 長野県	信州大学教育学部附属長野中学校　3 学年　犬飼	彩夏

12	 第 32 回　社会保険Q&A
	 失業給付と年金をフルにもらう方法

13	 第 92 回　桐生純子の愛され力	 	 	
コミュニケーション術

	 	【コミュニケーション達人技】	
〜謝罪で関係性を深めるコツ②〜

14	 第 188 回　お客様からの感謝の声
	 前立腺がん治療に	

重粒子線治療を選びました。	
早期発見や情報収集の重要性を	
お伝えしたいです

18	 第 104回　思わず伝えたくなる！	 	 	
お金にまつわるエトセトラ

	 スマホ決済の「落とし穴」

19	 第 26 回　想いをつなぐ	 	
～	ブロック・地方協会からの	 	
ボランティア・公益事業活動レポート～

	 子どもたちもおもわず笑顔に！	
動物園内の清掃ボランティア

20	 第 24 回　JAIFA	VOICE	 	 	 	
～JAIFA 地方協会活動レポート～

	 誰とでも気軽に話せる雰囲気の中で	
お互いに情報交換をしています！

	 JAIFA 社会貢献活動報告

「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan	Association	of	Insurance	and	Financial	Advisors

公益社団法人	
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2019 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

01 2019  |  November



七
五
三
の
日

ニ
ッ
ポ
ン
の
伝
統
行
事
を
知
る
！

特集

４
・
６
・
９
月
号
に
引
き
続
き
、

今
日
は
何
の
日
か
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

11
月
15
日
は
「
七
五
三
」
の
日
。

子
ど
も
の
成
長
と
幸
せ
を
願
う
日
本
の
伝
統
的
な
行
事
で
す
。

今
回
は
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、

七
五
三
の
由
来
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

11
15七

五
三
の
は
じ
ま
り
は
？

子
ど
も
の
成
長
を
祝
う
「
七
五
三
」
の
成
り
立

ち
は
、
平
安
時
代
中
期
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ

の
頃
、
宮
中
や
公
家
の
間
で
は
、
３
歳
か
ら
７
歳

程
度
ま
で
の
子
供
を
祝
う
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

昔
は
医
療
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
乳
幼
児

の
死
亡
率
は
高
く
、生
後
３
〜
４
年
経
っ
て
か
ら
、

現
在
の
戸
籍
に
あ
た
る
「
人
別
帳
」
に
記
録
さ
れ

て
い
た
ほ
ど
。
そ
の
た
め
、
無
事
に
成
長
し
た
こ

と
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
幼
年
期
か
ら
少
年
・
少

女
期
の
節
目
に
、
将
来
の
幸
せ
と
長
寿
を
願
う
意

味
で
お
祝
い
し
た
こ
と
が
、
七
五
三
の
ル
ー
ツ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
武
家
の
間
に

も
七
五
三
の
習
慣
が
広
ま
り
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
七
五
三
の
ス
タ
イ
ル
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
、
当
時
は
江
戸
を
中
心
に
し
た
関
東
が
盛
ん

で
、
関
西
の
方
で
は
あ
ま
り
七
五
三
の
習
慣
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
江
戸
時
代
は
ま
だ
「
七
五
三
」
と

い
う
呼
称
は
な
く
、
七
五
三
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

な
ぜ
11
月
15
日
が 

七
五
三
の
日
な
の
か
？

七
五
三
が
11
月
15
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
比

較
的
有
力
な
の
が
、
徳
川
家
５
代
将
軍
で
あ
る
綱

吉
が
、
子
の
徳
松
の
健
康
を
祈
願
す
る
催
し
を
天

和
元
年
（
１
６
８
１
年
）
の
こ
の
日
に
行
っ
た
こ

と
で
、
そ
れ
に
あ
や
か
り
庶
民
の
間
に
広
ま
っ
た

と
い
う
説
。

ま
た
、太
陰
暦
で
11
月
15
日
は
満
月
（
十
五
夜
）

で
、
農
作
業
も
一
段
落
し
、
収
穫
へ
の
感
謝
の
た

め
に
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
由
来
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、中
国
の
古
い
思
想
で
あ
る
「
陰
陽
道
」

で
は
、
こ
の
日
が
「
一
陽
来
復
（
い
ち
よ
う
ら
い

ふ
く
）」
と
い
っ
て
、
一
年
中
で
最
も
吉
日
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
か
ら
季
節
は
冬
か
ら
春
へ

と
向
か
う
こ
と
か
ら
、
悪
い
こ
と
が
続
い
て
い
た

の
が
、
幸
運
が
近
づ
い
て
く
る
と
い
う
意
味
合
い

で
、
お
め
で
た
い
日
だ
と
い
う
説
も
あ
る
よ
う
で

す
。
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3 歳の「髪置」は、この年齢になれば男女とも幼児ではないということから、髪を伸ばし始めるときに

行われる儀式。かつて、3歳までは男女ともに坊主頭でした。

5歳になると初めて袴をつける「袴着」の儀式は、平安時代から。当初は男女ともに行われていました

が、江戸時代以降は男子のみの儀式となっています。

7歳の「帯解」は、紐で着付けていた着物を、帯での着付けにかえる儀式。当初は 9歳で行われてい

ましたが、江戸時代の終わり頃から 7歳になったようです。

こういった儀式が由来となり、現在では男子は 3歳と 5歳（5歳のみの場合も）、女子は 3歳と 7歳に

晴れ着で神社や寺を参拝し、成長と健康を感謝する行事となりました。

七・五・三にはどんな意味が？
では、なぜ三・五・七歳の節目に子どもを祝うようになったのでしょうか。

その理由は、年齢ごとに行われた武家の儀式がもとになっています。

3 歳 5 歳 7 歳

男女とも髪を伸ばし始める

【髪
か み

置
お き

】
男児は袴を着る

【袴
はかま

着
ぎ

】
女児は着物帯を使い始める

【帯
お び

解
と き

】

な
ぜ
七
五
三
に
は 

千
歳
飴
が
？

七
五
三
詣
で
お
な
じ
み
な
の
が
「
千
歳
飴
」。

独
特
の
長
い
棒
状
の
飴
で
す
が
、
そ
の
形
状
の
よ

う
に
「
長
く
伸
び
る
」
と
い
う
意
味
で
、
子
ど
も

の
成
長
と
長
寿
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
、
縁
起
物

の
飴
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
千
歳
飴
は
、
江
戸
時
代
に
浅
草
の
飴

屋
・
七
兵
衛
が
、
紅
白
の
棒
状
の
飴
を
長
い
袋
に

入
れ
、「
千
年
飴
」「
千
歳
飴
（
せ
ん
ざ
い
あ
め
）」

と
名
付
け
て
売
り
出
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
。
当
時
、
砂
糖
は
貴
重
で
高
価
だ
っ

た
た
め
、
子
ど
も
や
大
人
を
問
わ
ず
人
気
を
博
し

た
よ
う
で
、
七
五
三
の
お
土
産
と
し
て
買
わ
れ
る
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よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

千
歳
飴
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
細
長
い
の
は
、「
細

く
長
く
」「
粘
り
強
く
」
と
い
っ
た
健
康
や
長
寿

を
願
う
意
味
も
。
ち
な
み
に
、
飴
の
大
き
さ
は
、

直
径
1.5
セ
ン
チ
、
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
以
内
と
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

千
歳
飴
は
、
本
人
や
家
族
で
食
べ
る
他
、
親
戚

や
ご
近
所
に
も
、
縁
起
を
分
か
ち
合
う
気
持
ち
を

込
め
、お
福
分
け
と
し
て
配
る
習
慣
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
お
祝
い
を
も
ら
っ
た
場
合
の
お
返
し
と
し

て
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

い
ま
ど
き
の
七
五
三
事
情
は

七
五
三
の
成
り
立
ち
を
知
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今

ど
き
の
七
五
三
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●

記
念
写
真
は
前
撮
り
？

七
五
三
の
記
念
撮
影
で
は
、
か
つ
て
は
写
真
店

を
利
用
す
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。
近
年
で
は
、

晴
れ
着
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
衣
装
の
店
が
写
真
撮
影

を
セ
ッ
ト
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
小
さ
な
子
ど
も
に
と
っ
て
は
不
馴
れ
な

衣
装
を
長
い
時
間
着
続
け
る
こ
と
は
負
担
で
す
。

そ
の
た
め
、
七
五
三
撮
影
の
早
期
割
引
や
さ
ま
ざ

ま
な
特
典
が
付
く
こ
と
か
ら
、「
前
撮
り
」
な
ど

で
先
に
撮
影
を
済
ま
す
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。ピ

ー
ク
を
避
け
て
、
早
め
に
撮
影
予
約
を
す
れ

ば
、
希
望
の
晴
れ
着
が
予
約
で
埋
ま
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
避
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
撮
影
と
お
参
り
で
別
の
衣
装
を

楽
し
む
と
い
う
側
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●

参
拝
は
い
つ
ど
こ
で
？

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
た
め
の
お
参

り
は
、
七
五
三
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
。
伝
統
的
な

七
五
三
詣
は
11
月
15
日
で
す
が
、
近
年
で
は
、
働

き
方
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
も
あ
り
、
こ

の
日
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
前
後
の
日
曜
日
・
祝
日
な

ど
都
合
の
良
い
日
に
お
祝
い
す
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

日
本
で
は
、
行
事
を
行
う
際
に
は
「
お
日
柄
」

を
重
視
す
る
こ
と
も
。
中
で
も
、
大
安
や
友
引
な

ど
六
曜
な
ど
は
日
程
を
決
め
る
基
準
と
し
て
よ
く

使
わ
れ
ま
す
。
六
曜
は
、「
大
安
」「
友
引
」「
先
勝
」

「
先
負
」「
赤
口
」「
仏
滅
」
の
６
種
類
で
、
も
と

も
と
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
日
や
時
間
の
吉
凶
を

表
す
も
の
で
、
大
安
や
友
引
な
ど
が
七
五
三
詣
で

に
も
選
ば
れ
や
す
い
日
で
す
。

と
は
い
え
、
六
曜
は
公
的
に
管
理
し
て
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
詣
の
日
は
、
よ
ほ
ど
こ
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だ
わ
り
が
な
い
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
事
情
や

個
々
の
考
え
方
で
決
め
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

お
参
り
は
、
住
む
土
地
の
神
社
へ
行
く
の
が
一
般

的
で
す
が
、
寺
で
も
参
拝
を
受
け
付
け
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

ご
祈
祷
を
済
ま
す
と
、「
お
下
が
り
」
と
い
っ

て
千
歳
飴
が
配
ら
れ
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
ク
レ

ヨ
ン
や
風
船
、
パ
ズ
ル
な
ど
子
ど
も
の
喜
ぶ
も
の

が
加
わ
る
こ
と
も
。
さ
ら
に
、
神
社
に
よ
っ
て
は

ミ
ニ
カ
ー
や
人
形
、
リ
ュ
ッ
ク
や
シ
ュ
ー
ズ
を
渡

す
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。あ
る
お
寺
で
は
、

お
守
り
、
記
念
メ
ダ
ル
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
配
る

な
ど
、
受
け
入
れ
る
神
社
や
寺
の
方
で
も
時
代
に

合
わ
せ
た
変
化
が
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

●

衣
装
の
流
行
は
？

七
五
三
で
は
、
衣
装
選
び
も
重
要
で
あ
り
楽
し

み
の
一
つ
。
和
装
・
洋
装
、
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま

せ
ん
が
、
や
は
り
伝
統
的
な
和
装
が
圧
倒
的
に
人

気
の
よ
う
で
す
。

男
児
は
羽
織
袴
が
正
装
で
す
が
、
３
歳
で
は

ス
ー
ツ
を
選
択
す
る
こ
と
も
。
ス
ー
ツ
の
方
が
子

ど
も
へ
の
負
担
が
少
な
く
な
る
こ
と
や
、
幼
稚
園

な
ど
の
入
園
式
に
も
使
え
る
こ
と
も
理
由
と
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

５
歳
で
は
、
先
述
の
「
袴
着
」
の
儀
式
が
由
来

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
羽
織
袴
が
基
本
で
す
。

こ
れ
に
、
白
い
鼻
緒
の
草
履
と
白
い
扇
子
、
懐
剣

を
身
に
つ
け
る
の
が
標
準
的
な
ス
タ
イ
ル
で
す
。

女
児
は
、
３
歳
・
７
歳
に
七
五
三
が
あ
り
ま

す
。
和
装
・
洋
装
の
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
和
装
が
好
ま
れ
る
よ
う
で
す
。
と
は
い

え
、
３
歳
で
帯
を
付
け
る
こ
と
は
負
担
が
大
き
い

た
め
、
帯
の
代
わ
り
に
「
兵
児
帯
（
へ
こ
お
び
）」

を
締
め
、
着
物
の
上
か
ら
「
被
布
（
ひ
ふ
）」
と

呼
ば
れ
る
上
着
を
羽
織
り
ま
す
。
７
歳
は
、「
帯

解
の
儀
」
が
由
来
で
す
の
で
、和
装
が
基
本
で
す
。

大
人
と
同
じ
く
帯
を
締
め
る
こ
と
で
、
着
物
を
ま

と
う
お
祝
い
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
男
女
と
も
に
撮
影
は
事
前
に
別
日
に
和

装
で
行
い
、
参
詣
は
動
き
や
す
い
洋
装
で
行
う
と

い
う
の
が
近
年
の
流
行
で
す
。

＊
　
＊
　
＊

少
子
化
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
は
国
の
成

長
に
は
欠
か
せ
な
い
宝
物
。
子
ど
も
を
産
み
、
育

て
や
す
い
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
親
が
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
気
持
ち
に
勝
る

も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
。

● 次回「今日は何の日」のコーナーは、2 月号掲載予定です。

05 2019  |  November



ワインの基礎知識ワインの基礎知識
第　　 回3

ワ
イ
ン
売
り
場
の
棚
に
は
、
所
狭
し
と
ワ
イ
ン
が
並

べ
ら
れ
、
こ
の
よ
う
に
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
っ
た
経
験

が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
試
飲
が
で
き

な
い
以
上
、
頼
り
に
な
る
の
は
ボ
ト
ル
に
貼
ら
れ
た
ラ

ベ
ル
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ラ
ベ
ル
だ
け
で
ワ
イ
ン
の
品
質
を
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
飲
む
前
に
必
要
な
お
お
か
た
の
情
報

は
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ラ
ベ
ル
の
表
記
内
容
を
す

べ
て
解
読
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
要
は
ワ
イ
ン

の
大
ま
か
な
「
素
性
」
さ
え
わ
か
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

そ
こ
か
ら
、
な
ん
と
な
く
味
わ
い
を
「
イ
メ
ー
ジ
」
で

き
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
で
す
。

例
え
で
い
う
と
、
本
屋
さ
ん
で
興
味
の
あ
る
本
を
手

に
取
っ
て
、
ぱ
ら
ぱ
ら
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
り
、「
ま

え
が
き
」
を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
似
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
最
近
の
ラ
ベ
ル
表
記
の
主
流
で
あ
り
、
ま

た
基
本
形
と
も
い
う
べ
き
「
ヴ
ァ
ラ
エ
タ
ル
ワ
イ
ン
」

の
ラ
ベ
ル
表
記
に
絞
っ
て
解
読
法
を
説
明
し
ま
す
。
こ

の
ラ
ベ
ル
さ
え
解
読
で
き
れ
ば
、
今
後
ワ
イ
ン
選
び
に

迷
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
ま
ず
困
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
ラ
ベ
ル
表
記
に
は
他
に
も
原
産
地
呼
称
ワ
イ

ン
の
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
少
し
複
雑
で
す
の
で

今
回
は
割
愛
し
ま
す
。「
ヴ
ァ
ラ
エ
タ
ル
ワ
イ
ン
」
だ

け
で
十
分
お
好
き
な
タ
イ
プ
の
ワ
イ
ン
が
選
べ
ま
す

ラ
ベ
ル
は
ワ
イ
ン
の「
履
歴
書
」で
す

「
今
晩
の
お
か
ず
は
奮
発
し
て
ス
テ
ー
キ
だ
か
ら
、
や

は
り
赤
ワ
イ
ン
が
い
い
わ
よ
ね
。
で
も
、
赤
ワ
イ
ン
だ

け
で
も
こ
ん
な
に
種
類
が
あ
っ
た
ら
、
な
に
を
ど
う
選

べ
ば
い
い
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
わ
」

が
、
ボ
ル
ド
ー
や
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
な
ど
の
原
産
地
呼
称

ワ
イ
ン
を
選
び
た
い
場
合
に
は
、
表
ラ
ベ
ル
は
あ
え
て

無
視
し
て
、
輸
入
元
が
作
成
し
た
日
本
語
で
書
か
れ
た

裏
ラ
ベ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
も
大
丈
夫
で
す
。

ち
な
み
に
「
ヴ
ァ
ラ
エ
タ
ル
ワ
イ
ン
」
と
は
、
原
料

葡
萄
の
品
種
名
が
ラ
ベ
ル
に
表
記
さ
れ
た
ワ
イ
ン
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
葡
萄
の
品
種
が
わ
か
る
こ
と
で
、
そ

の
ワ
イ
ン
の
味
わ
い
や
ス
タ
イ
ル
が
か
な
り
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ワ
イ
ン
の
主
要
葡
萄
品
種

の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
次
回
（
１
月
号
掲
載
予
定
）
の

「
ワ
イ
ン
の
基
礎
知
識
」
で
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
ラ
ベ
ル
に
表
記
さ
れ
る
順
番
は
ま

ち
ま
ち
で
す
が
、基
本
的
に
次
の
５
つ
を
押
さ
え
ま
す
。

そ
の
他
に
も
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
や
容
量
が
記
載
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
２
つ
の
情
報
は
裏
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

❶
ブ
ラ
ン
ド
名

同
じ
生
産
者
で
も
、
読
み
方
等
が
わ
か
り
や
す
い
ブ

「ラベルの読み方」
これだけはマスターしよう！― ―

前回、8月号では、ワインを楽しむために心掛けたい、
７つのワインマナーをご紹介しました。

今回は、ワインのラベルの読み方をみていきます。
ラベルの読み方がわかれば、

ワインの世界もずっと身近になりますね。

ブランド名

品種名

ヴィンテージ

原産地

生産者名
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ワインの基礎知識ワインの基礎知識
第　　 回3ラ

ン
ド
名
も
あ
れ
ば
、
難
解
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
名
な
の
で
、
た
と
え
意
味
が
わ
か
ら
な
く

て
も
、
ま
っ
た
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
の
ワ
イ
ン
が
気
に
入
っ
た
ら
ブ
ラ
ン
ド
名
を
書

き
留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

❷
品
種
名

使
用
さ
れ
た
葡
萄
の
品
種
名
で
す
。
た
と
え
ば
、
チ

リ
の
ワ
イ
ン
の
場
合
は
、
単
一
の
品
種
で
75
％
以
上

使
用
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
品
種
名
を
明
記
で
き
ま

す
。
こ
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
、
国
や
地
域
に
よ
っ

て
ま
ち
ま
ち
で
す
。
ち
な
み
に
日
本
ワ
イ
ン
は
単
一

品
種
で
85
％
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❸
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

使
用
さ
れ
た
葡
萄
の
収
穫
年
度
で
す
。
基
本
、
生
産

年
度
と
一
致
し
ま
す
が
、
た
と
え
ば
、
２
０
１
９
年

に
収
穫
し
た
葡
萄
を
何
ら
か
の
方
法
で
長
期
保
存
し

て
、
２
０
２
０
年
に
生
産
し
た
と
し
て
も
、
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
は
２
０
１
９
年
に
な
り
ま
す
。

よ
く
、
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
が
古
い
ほ
ど
ワ
イ
ン
は
美
味

し
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
ワ
イ
ン
の
種
類
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
飲
み
頃
は
違
い
ま
す
。
た
と
え
ば

フ
レ
ッ
シ
ュ
＆
フ
ル
ー
テ
ィ
な
白
ワ
イ
ン
を
飲
み
た

け
れ
ば
、
若
い
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
も
の
の
方
が
お
勧

め
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

❹
原
産
地

使
用
さ
れ
た
葡
萄
の
栽
培
地
を
指
し
ま
す
が
、
ワ
イ

ン
を
造
る
場
所
も
同
じ
エ
リ
ア
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
国
や
地
域
も
あ
り
ま
す
。

原
産
地
は
国
名
だ
け
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
地
域
名
、

地
区
名
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

原
産
地
の
範
囲
が
狭
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
つ
ま
り

限
定
さ
れ
る
ほ
ど
グ
レ
ー
ド
は
上
が
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

❺
生
産
者
名

そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
イ
ン
生
産
国
の
最
大
ワ
イ
ン
メ
ー

カ
ー
で
あ
っ
た
り
、
生
産
者
の
知
名
度
や
評
判
で
、

「
ま
ぁ
、
当
た
り
外
れ
は
な
い
だ
ろ
う
」
程
度
の
推

察
は
で
き
そ
う
で
す
。

　
　  

ア
ル
コ
ー
ル
度
数

表
裏
ど
ち
ら
か
の
ラ
ベ
ル
に
、
ま
た
は
表
裏
両
方
の

ラ
ベ
ル
に
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
度
数
で
ワ
イ
ン
の
厚
み
（
ボ
デ
ィ
）
や
味

覚
に
与
え
る
刺
激
性
に
違
い
が
生
ま
れ
ま
す
。
大
体

の
目
安
と
し
て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
１
ケ
タ
～

11
％
台
ま
で
が
ラ
イ
ト
ボ
デ
ィ
、
12
％
～
13
％
台
前

半
が
ミ
デ
ィ
ア
ム
ボ
デ
ィ
、
13
％
台
後
半
以
上
が
フ

ル
ボ
デ
ィ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

い
か
が
で
し
た
か
？　

以
上
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

さ
え
押
さ
え
ら
れ
た
ら
、
ワ
イ
ン
選
び
は
決
し
て
難
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
ス
マ
ホ
で
ワ

イ
ン
ラ
ベ
ル
の
写
真
を
撮
る
だ
け
で
、
簡
単
に
銘
柄
や

産
地
等
の
ワ
イ
ン
情
報
を
入
手
で
き
る
ア
プ
リ
も
あ
り

ま
す
。
身
近
に
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
ワ
イ
ン

の
楽
し
み
も
一
層
広
が
り
ま
す
ね
。

番
外井上 雅夫

ワインコンサルタント／醸造家／  
J.S.A 認定 ソムリエ
カリフォルニアのワイナリーにて約
20 年間、ワイン醸造とワイナリー運営
に従事。その間、世界ワインコンクール
で赤ワイン部門の「グランプリ」を受賞。
帰国後は複数のワイナリーでワイン
醸造を手掛け、現在も長野県のワイナ
リーにてワイン造りに励み、その他ワイン
セミナー等で各地を訪問している。著書 
に「ワインづくりの心得を生かす　部下を 
酸化させない育て方」（実務教育出版）、

「ビジネスの武器としてのワイン入門」
（日本実業出版社）などがある。

ワインセミナー等のご相談・お問い合わせ
inouewinery@forest.ocn.ne.jp

　Prof i l e

● 次回「ワインの基礎知識」は、1 月号掲載予定です。
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❸ヴィンテージ：2010年　（葡萄の収穫年）
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❺生産者名
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第 55 回

年末調整で控除される
４つの「保険料」

年
末
に
税
額
を
精
算

　
今
回
は
年
末
調
整
に
つ
い
て
説
明
し
よ

う
。
年
末
調
整
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
よ
ね
？

A

　

聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
…
…
。

　
会
社
員
な
ど

―
正
確
に
い
う
と
そ
の

所
得
が
所
得
税
に
お
け
る
分
類
上
、
給
与
所

得
に
該
当
す
る
人
―
の
大
部
分
は
確
定
申

告
を
し
な
く
て
い
い
。
本
来
、
日
本
の
所
得

税
は
自
分
で
税
額
を
計
算
し
て
申
告
す
る
の

が
原
則
な
ん
だ
け
ど
、
会
社
員
は
、
本
人
に

か
わ
っ
て
会
社
が
計
算
し
て
く
れ
て
い
る
か

ら
だ
。
こ
の
会
社
が
税
額
を
計
算
す
る
際
の

手
続
き
が
年
末
調
整
だ
よ
。

　

所
得
税
は
毎
月
の
お
給
料
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
毎
月
計
算

し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？

　
毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
引
か
れ

て
い
る
税
額
は
あ
く
ま
で
も
概
算
額
な
ん

だ
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
Ｂ
さ

ん
の
今
年
の
所
得
は
こ
れ
く
ら
い
に
な
り
そ

う
だ
、
と
い
う
予
測
の
も
と
、
税
金
を
毎
月

の
給
与
に
割
り
振
っ
て
控
除
し
て
い
る
。
と

い
う
の
も
、
所
得
税
は
毎
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
の
所
得
を
基
に
計

BABA

算
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
１
年
の
最
後
の
給

与
ま
た
は
ボ
ー
ナ
ス
が
払
わ
れ
る
ま
で
、
Ｂ

さ
ん
の
所
得
は
確
定
し
な
い
。
だ
か
ら
、
毎

月
引
か
れ
て
い
る
税
額
は
正
確
な
額
で
は
な

い
ん
だ
。
そ
こ
で
、
会
社
は
年
の
最
後
に
給

与
ま
た
は
ボ
ー
ナ
ス
を
払
っ
た
段
階
で
、
正

確
な
税
額
を
計
算
し
て
、
そ
れ
ま
で
給
与
や

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
控
除
し
た
税
額
の
合
計
と
の

差
額
を
精
算
す
る
。
控
除
さ
れ
た
額
が
多
け

れ
ば
そ
の
差
額
が
Ｂ
さ
ん
に
戻
っ
て
く
る
。

　

逆
に
足
り
な
い
場
合
は
追
加
で
取
ら
れ

る
の
で
す
か
？

　
そ
の
と
お
り
だ
よ
。
実
際
に
は
、
毎
月

多
め
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

戻
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
の
ほ
う
が
多
い
け
ど

ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
正
確
な
税
額
を
計

算
し
て
差
額
を
精
算
す
る
の
が
年
末
調
整
な

ん
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
年
末
調
整
に
先
立
っ
て
、

会
社
に
書
類
を
出
し
ま
す
よ
ね
。
生
命
保
険

の
保
険
料
の
証
明
書
な
ど
を
張
り
付
け
る
や

BAB
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こ
れ
は
小
規
模
企
業
共
済
と
い
う
制
度

が
あ
っ
て
そ
の
掛
金
に
つ
い
て
控
除
さ
れ
る

も
の
な
ん
だ
。
も
っ
と
も
小
規
模
企
業
共
済

は
個
人
事
業
主
の
た
め
の
制
度
で
会
社
員
に

は
関
係
な
い
。
会
社
員
に
関
係
あ
る
の
は

確
定
拠
出
年
金

―
個
人
型
は
イ
デ
コ
と
呼

ば
れ
て
い
る
も
の
だ
よ
。
そ
の
掛
金
も
小
規

模
企
業
共
済

等
掛
金
控
除

の
対
象
に
な

る
ん
だ
。
た

だ
し
、
こ
の

小
規
模
企
業

共
済
等
掛
金

控
除
に
つ
い

て
は
、
対
象

に
な
る
の
は

本
人
分
だ
け

で
、
家
族
の

分
の
掛
金
は

対
象
に
な
ら

な
い
よ
。

A

つ
で
す
が
。

　
会
社
が
年
末
調
整
で
各
社
員
の
税
額
を

計
算
す
る
際
に
は
、
所
得
控
除
を
加
味
す
る

ん
だ
。
そ
の
た
め
に
、
各
社
員
は
所
定
の
書

類
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
。

　

所
得
控
除
と
い
う
の
は
生
命
保
険
料
控

除
と
か
医
療
費
控
除
と
か
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
だ
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
税
負
担

を
調
整
す
る
意
味
な
ど
か
ら
、
十
数
種
類
の

所
得
控
除
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
年
末
調
整

で
の
税
額
計
算
に
す
べ
て
の
所
得
控
除
が
加

味
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
―
医
療

費
控
除
な
ど
は
反
映
さ
れ
な
い
―
「
保
険

料
」
に
つ
い
て
の
控
除
は
、「
給
与
所
得
者

の
保
険
料
控
除
申
告
書
」
を
提
出
す
る
こ
と

で
反
映
さ
れ
る
ん
だ
。

　

「
保
険
料
」
と
い
う
と
生
命
保
険
料
の

こ
と
で
す
か
。

　
生
命
保
険
料
に
限
ら
な
い
よ
。
年
末
調

整
に
反
映
さ
れ
る
保
険
料
控
除
に
は
、
図
表

の
と
お
り
４
つ
あ
る
。

　

社
会
保
険
料
控
除
と
い
う
の
は
、
厚
生

ABABAB

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

年
金
保
険
料
な
ど
の
こ
と
で
す
か
？

　
そ
の
と
お
り
だ
よ
。
厚
生
年
金
保
険
料

の
ほ
か
に
、
健
康
保
険
料
、
40
歳
以
上
の
人

は
介
護
保
険
料
、
そ
れ
に
雇
用
保
険
料
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

る
の
で
、「
保
険
料
控
除
申
告
書
」
に
わ
ざ

わ
ざ
記
載
す
る
必
要
は
な
い
。会
社
は
当
然
、

そ
の
額
を
把
握
し
て
い
る
か
ら
ね
。

社
会
保
険
料
控
除
は
家
族
分
も

　

生
命
保
険
料
控
除
や
地
震
保
険
料
控
除

に
つ
い
て
は
、
会
社
は
各
社
員
が
い
く
ら

払
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
記
入
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
そ
う
だ
ね
。
社
会
保
険
料
に
つ
い
て
も
、

自
分
の
分
以
外
、
た
と
え
ば
大
学
生
の
子
ど

も
の
国
民
年
金
保
険
料
を
払
っ
た
場
合
な
ど

は
、
記
入
す
れ
ば
、
そ
れ
も
加
味
し
て
税
額
を

計
算
し
て
く
れ
る
よ
。

　

「
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除
」
と

い
う
の
は
耳
慣
れ
な
い
控
除
で
す
が
…
…
。

ABBAB

対象 控除額

生命保険料控除 ①生命保険料、②個人年金保険料、
③介護医療保険料

①～③ごとに支払った保険料に応じて
最高4万円（2012年以後の契約の場合）

地震保険料控除 地震保険料 支払った保険料の全額（ただし上限5万円）

社会保険料控除
健康保険料、介護保険料、厚生年
金保険料、雇用保険料、国民年
金保険料など（家族の分も対象）

支払った保険料の全額

小規模企業共済
等掛金控除

小規模企業共済や確定拠出年金の
掛金など（家族の分は対象外）

支払った掛金の全額（ただし、各制度の
掛金に上限が設定されている）

図表■所得税における「保険料」についての所得控除
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このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ http://www.jili.or.jp/

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
56
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
命
保
険

都
道
府
県
別
賞
一
等

身
近
に
感
じ
た
生
命
保
険

長
野
県 

信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
長
野
中
学
校　

三
学
年　

犬い
ぬ

飼か
い 

彩あ
や

夏か

　

今
ま
で
保
険
に
つ
い
て
何
も
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
私
が
保
険

に
つ
い
て
の
作
文
を
書
こ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
去
年
の
秋
に

人
間
ド
ッ
ク
で
発
見
さ
れ
た
母
の
ガ
ン
で
す
。

　

精
密
検
査
の
結
果
、
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
た
時
、
遠
い
こ
と
の
よ
う

に
感
じ
て
い
た
ガ
ン
が
ま
さ
か
こ
ん
な
身
近
に
！　

と
い
う
驚
き
と
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
ガ
ン
は
死
の
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

早
期
発
見
と
治
療
技
術
の
進
歩
で
治
る
も
の
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、

最
近
は
テ
レ
ビ
に
出
て
い
る
人
が
ガ
ン
を
公
表
す
る
姿
を
目
に
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

若
い
人
で
も
ガ
ン
に
な
る
こ
と
を
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
り
、
治

療
内
容
に
よ
っ
て
は
高
額
な
医
療
費
が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、
母
は
一
年
前
に
ガ
ン
保
険
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
病
気
の
こ
と
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
思
い
、
調
べ
て
み
る

と
母
が
加
入
し
て
い
る
も
の
の
中
に
こ
ん
な
保
険
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
保
険
に
は
、
ガ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
、
ガ
ン
に
携
わ
っ

て
き
て
ガ
ン
に
対
す
る
知
識
が
あ
る
人
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
か
ら
専
門
家
の
方
が
来
て
く
れ
て
、
悩

み
や
不
安
、
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
親
が
ガ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

の
子
供
へ
の
病
気
の
知
ら
せ
方
も
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
に
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受
け
る
医
師
を
紹
介
し
て
く

れ
る
制
度
も
あ
り
、
治
療
を
始
め
る
前
に
自
分
で
納
得
し
た
上
で
病

気
の
治
療
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

あ
り
が
と
う
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ガ
ン
に
な
っ
た
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
に
対
し
て
も
手
厚
い

サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、母
に
と
っ
て
、心
強
い
も
の
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

母
は
、
そ
の
他
に
社
会
人
に
な
っ
て
す
ぐ
に
入
っ
て
い
た
生
命
保

険
が
あ
り
、
そ
の
保
険
は
年
金
保
険
で
し
た
が
、
今
回
の
ガ
ン
の
入

院
手
術
が
保
険
の
対
象
と
な
り
、
予
期
せ
ぬ
病
で
し
た
が
、
後
か
ら

入
っ
た
ガ
ン
保
険
と
合
わ
せ
て
安
心
し
て
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

生
命
保
険
は
、
多
く
の
人
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
万
が
一
の
と
き
、

そ
の
人
に
お
金
を
支
払
う
と
い
う
お
互
い
に
助
け
合
う
精
神
の
も
と

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
で
病
気
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
保
険
に
入
る
こ
と
は
損
と

考
え
る
人
も
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
回
家
に
万
が
一
の
こ
と
が

起
き
て
し
ま
い
、
家
の
保
険
を
調
べ
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、
母
が

契
約
し
て
い
る
保
険
の
よ
う
に
保
険
に
入
る
こ
と
で
、
高
額
な
医
療

費
の
か
か
る
先
進
医
療
も
あ
き
ら
め
ず
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
安

心
感
を
得
ら
れ
て
、
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
保
険
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　

公
的
年
金
だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
老
後
の
資
金
を
積
み
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
貯
蓄
の
た
め
の
保
険
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　

父
が
契
約
し
て
い
る
保
険
の
よ
う
に
世
帯
主
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

場
合
、
残
さ
れ
た
家
族
が
生
活
に
困
ら
な
い
た
め
に
生
活
費
用
を
保

障
し
て
く
れ
る
保
険
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　

こ
の
他
に
も
、
こ
ど
も
の
将
来
の
教
育
資
金
の
た
め
の
保
険
や
、

介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
る
保
険
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
や

家
庭
の
状
況
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
保
険
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　

生
命
保
険
は
人
生
で
二
番
目
に
高
い
お
買
い
物
だ
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
生
命
保
険
の
保
険
料
の
支
払
い
で
生

活
が
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
そ
う
な
の
で
、
生
命
保
険
の

こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
、
自
分
に
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
、
自
分

に
合
っ
た
保
険
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 「ねんきんガイド｣ 2019 年 7 月改訂版が 
できました！
本冊子は、公的年金の基礎知識や個人年金保険の
基本的な仕組み、契約時の留意点などをまとめた
ものです。豊富な図表や具体的な事例、Q&Aを用いて
わかりやすく解説しています。
今回の改訂では、公的年金額などの掲載数値を最新
化したほか、消費税引上時に実施予定の「年金生活
者支援給付金」に関する受給対象者の所得基準などを追加しま
した。また、老後の生活資金を考える際の参考データとして、企業
規模別の平均退職給付額などを新規に掲載しました。
お申込は当センターのホームページ（http://www.jili.or.jp/）
でどうぞ。
B5 判・68 ページ（オールカラー）1部 200 円（税込価格・送料別）
※税込価格と送料を改定しました。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！	 	
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録は当センターのホームページ上
のバナーから簡単にできます。また、
スマートフォンからはQRコードの
利用が便利です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回
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現
在
62
歳
（
昭
和
32
年
５
月
生
ま
れ
）

の
会
社
員
（
男
性
）
で
す
。
60
歳
の
定

年
以
降
も
継
続
雇
用
で
引
き
続
き
働
い
て
い
ま

す
が
、
来
年
、
63
歳
に
な
る
と
老
齢
年
金
が
受

給
で
き
る
の
で
、
退
職
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
退
職
に
伴
い
雇
用
保
険
の

失
業
給
付
を
受
け
る
と
、
年
金
は
支
給
停
止
に

な
る
と
聞
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
65
歳
以
降
は

失
業
給
付
と
老
齢
年
金
の
両
方
を
も
ら
う
こ
と

が
で
き
る
、
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
65
歳
ま
で
働
い
て
か
ら
退
職
し
た
ほ
う

が
得
で
し
ょ
う
か
？

Q

結
論
か
ら
い
う
と
、
65
歳
に
な
る
少
し

前
に
退
職
す
る
の
が
（
年
金
と
雇
用
保

険
の
給
付
の
両
方
が
受
給
で
き
る
と
い
う
点
で

は
）
最
も
有
利
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
か
ね
て

知
る
人
ぞ
知
る
裏
技
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
っ
た

の
で
す
が
、
60
歳
以
降
も
働
く
の
が
当
た
り
前

に
な
っ
た
い
ま
で
は
、
現
実
的
な
選
択
肢
に

な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

QA

60
代
前
半
の
年
金
は
支
給
停
止

ま
ず
、
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
65
歳
未
満

で
退
職
し
た
場
合
と
65
歳
以
降
に
退
職
し
た
場

合
で
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
65
歳
に
な
る
ま
で
に
退
職
し
た
場
合
は
、

「
基
本
手
当
」
が
所
定
の
日
数
分
、
支
給
さ
れ

ま
す
。
何
日
分
支
給
さ
れ
る
か
は
、
退
職
の
理

由
（
自
己
都
合
か
会
社
都
合
か
）
や
勤
続
年
数

（
被
保
険
者
期
間
）
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、
20
年
以
上
勤
務
し
て
自
己
都
合
退
職
（
定

年
退
職
な
ど
を
含
み
ま
す
）
の
場
合
は
１
５
０

日
分
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
65
歳
以
降
に
退
職
し
た

A

失業給付と年金を
フルにもらう方法

第 32 回

場
合
は
、
一
時

金
と
し
て
基
本

手
当
の
50
日
分

（
た
だ
し
、
勤

務
期
間
が
１
年

未
満
の
場
合
は

30
日
分
）
が
支

給
さ
れ
る
だ
け

と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
雇
用

保
険
の
給
付
に

つ
い
て
は
、
65

歳
に
な
る
前
に

退
職
し
た
ほ
う

が
多
く
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
質
問
に
あ
る
と
お
り
、
60
代
前
半
の

老
齢
厚
生
年
金
（「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
そ
の
支
給
開
始
年
齢

は
表
の
と
お
り
で
す
）
は
、
基
本
手
当
の
支
給

を
受
け
て
い
る
間
は
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
か
り
に
63
歳
で
退
職
し
て
、
老
齢

厚
生
年
金
と
基
本
手
当
の
両
方
を
受
給
で
き
る

生年月日 現在（2019 年 11 月
時点）の年齢 支給開始年齢

昭和32年 4月 2日～ 34年 4月 1日 60～ 62歳 63歳

昭和 34年 4月 2日～ 36年 4月 1日 58～ 60歳 64歳

昭和 36年 4月 2日以降 58歳以下 65歳

図表■老齢厚生年金の支給開始年齢

（注）今後、支給開始年齢を迎える者のみを掲載している。民間企業等に勤務の女
性の場合は支給開始年齢が異なる。

12



「あ！　相手を怒らせてしまった！」そんなときに、
環境や立場による違いはあっても、社内または
個人として目指すこと。それは、怒らせてしまった
相手とのマイナスの関係性をゼロにすることでは
なく、プラスにすることです。この先も続く仕事
や大切にしたい関係性のためにも、謝罪の場面
をアクシデントと捉えずに、あなたの心が映るコ
ミュニケーション表現で誠意を示しましょう。10月
号に掲載された「自分の心と固い握手」ができ
たら、関係性を修復するためのステップは4つ。
今回は【ステップ 1】どういう状況で何が起きて、
相手にどんな迷惑をかけたのかを丁寧に思い出
して書き出してみることです。頭が真っ白になる
ようなときほど、相手はあなたの誠実さに注目し
ています。どの
ような場面でも
「あなたの心が
映るコミュニケー
ション」の表現
ができたなら仕
事もプライベート
もさらに充実し
ます♥

Prof i le

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://www.kiryujunko.com/

権
利
を
得
た
と
し
て
も
、
ど
ち
ら
か
一
方
し
か

受
給
で
き
な
い
わ
け
で
す
。

QA

65
歳
直
前
に
退
職
す
れ
ば
…
…

と
こ
ろ
が
、65
歳
以
降
の
老
齢
厚
生
年
金
は
、

基
本
手
当
を
受
給
し
て
も
支
給
停
止
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
先
ほ
ど
述
べ
た

よ
う
に
65
歳
以
上
で
退
職
し
た
場
合
は
、
雇
用

保
険
か
ら
は
最
大
で
50
日
分
の
一
時
金
が
支
給

さ
れ
る
だ
け
な
の
で
、
１
５
０
日
分
の
基
本
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
65
歳
に
な
る
前
に
退

職
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
65
歳
に
な
る
直
前
に
退
職
し
、

１
５
０
日
分
の
基
本
手
当
を
受
給
す
れ
ば
（
直

前
に
退
職
す
れ
ば
、
実
際
に
受
給
す
る
の
は
65

歳
以
降
に
な
り
ま
す
）、
65
歳
以
降
の
老
齢
厚

生
年
金
も
受
給
で
き
ま
す
の
で
、
両
方
の
支
給

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
基
本
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

働
く
意
思
と
能
力
が
あ
り
、
求
職
活
動
を
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
特
別
支
給
の
老
齢

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP http://www.officetakeda.jp/

厚
生
年
金
が
会
社
勤
務
を
し
て
い
る
と
給
与
の

額
な
ど
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
も
留
意

が
必
要
で
す
。
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感
謝
の
声

お
客
様
か
ら
の

前
立
腺
が
ん
治
療
に
重
粒
子
線
治
療
を
選
び
ま
し
た
。

早
期
発
見
や
情
報
収
集
の
重
要
性
を
お
伝
え
し
た
い
で
す

診
断
さ
れ
た
と
き
は
す
で
に
ス
テ
ー
ジ
３

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
佐
賀
県

在
住
の
Ｋ
さ
ま
で
す
。
Ｋ
さ
ま
は
、
昨
年
３
月

に
前
立
腺
が
ん
の
治
療
の
た
め
、
放
射
線
治
療

の
一
つ
で
あ
る
、「
重じ

ゅ
う

粒り
ゅ
う

子し

線
治
療
」
を
受
け

ま
し
た
。

「
外
科
的
な
手
術
で
な
い
上
、
短
期
間
で
治
療

が
終
わ
る
の
で
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
て
す

み
ま
し
た
。
先
進
医
療
で
す
の
で
、
高
額
な
費

用
が
か
か
り
ま
す
が
、
生
命
保
険
の
お
か
げ
で

経
済
的
な
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
治
療
法
に
め
ぐ
り
合
う
ま
で
に
紆
余

曲
折
が
あ
り
ま
し
た
」

　

今
回
、
Ｋ
さ
ま
が
「
お
客
様
か
ら
の
感
謝
の

声
」
取
材
に
快
諾
さ
れ
た
大
き
な
理
由
は
、
多

く
の
人
に
前
立
腺
が
ん
の
早
期
発
見
や
が
ん
治

療
へ
の
情
報
収
集
の
重
要
性
を
伝
え
た
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

「
私
が
前
立
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
と
き
に
は
、

す
で
に
ス
テ
ー
ジ
３
と
告
知
さ
れ
、
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
診
断
さ
れ
る
ま
で

の
病
院
選
び
で
後
悔
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ

の
後
、
治
療
法
の
情
報
を
独
自
に
収
集
し
て
、

先
進
医
療
を
選
び
ま
し
た
。
私
の
体
験
を
お
話

し
す
る
こ
と
で
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
お

役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
」

　

Ｋ
さ
ま
に
つ
い
て
株
式
会
社
Ｊ
リ
ス
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
佐
賀
支
社
の
久
米
善
彦
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｋ
さ
ま
は
40
代
で
起
業
さ
れ
、
め
ざ
ま
し
い

勢
い
で
会
社
を
成
長
さ
せ
た
、
名
経
営
者
。
い

つ
お
会
い
し
て
も
パ
ワ
フ
ル
で
、
が
ん
治
療
後

も
現
役
で
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い
ま
す
。
前
立
腺

が
ん
の
治
療
ま
で
の
お
話
は
、
私
自
身
、
と
て

も
役
立
つ
も
の
で
し
た
」

　

前
立
腺
が
ん
は
、
男
性
の
み
に
起
こ
る
が
ん

で
す
。
近
年
は
最
も
増
加
し
て
い
る
が
ん
の
一

つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
60
歳
以

上
に
多
く
見
ら
れ
、
80
歳
以
上
で
は
半
数
以
上

に
潜
在
性
の
前
立
腺
が
ん
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
Ｋ
さ
ま
が
診
断
さ
れ
た
の
も
60
代
半

ば
で
し
た
。

「
幸
い
、
転
移
は
な
か
っ
た
の
で
前
立
腺
の
が

ん
を
放
射
線
で
消
失
す
る
治
療
だ
け
で
す
み
ま

～
あ
な
た
を
守
り
た
い
～

お
客
様
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Ｋ
さ
ま
（
70
歳　
会
社
経
営
）／
妻
（
67
歳　
会
社
事
務
）／

長
男
（
40
歳　
会
社
員
）／
次
男
（
38
歳　
会
社
員
）

Vol.188

14



し
た
。
た
だ
し
、
治
療
後
に
行
っ
た
ホ
ル
モ
ン

療
法
の
副
作
用
で
、
女
性
の
更
年
期
に
あ
ら
わ

れ
る
症
状
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
」

　

現
在
は
、ホ
ル
モ
ン
療
法
か
ら
も
解
放
さ
れ
、

「
友
人
た
ち
か
ら
ゴ
ル
フ
の
誘
い
が
す
ご
い
で

す
」
と
笑
顔
の
Ｋ
さ
ま
で
す
。

　

Ｋ
さ
ま
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生
命
保
険

へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
久
米
さ
ん
の
お
話
を

交
え
て
、こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
年
続
け
て

前
立
腺
肥
大
症
と
診
断
さ
れ
た

　

Ｋ
さ
ま
は
、
営
業
職
一
筋
。
20
代
、
30
代
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
、
新
規
開
拓
で
め
き
め

き
頭
角
を
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。
多
く
の
取
引
先

や
お
客
様
た
ち
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
40
代
で

独
立
し
ま
し
た
。

「
妻
か
ら
は
育
ち
盛
り
の
子
ど
も
が
二
人
い
る

の
に
大
丈
夫
？　

と
、
か
な
り
心
配
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
結
局
は
会
社
の
事
務
を
引
き

受
け
て
く
れ
て
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
」

　

当
時
は
バ
ブ
ル
時
代
、
好
景
気
に
の
っ
て
会

社
は
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
。
規
模
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
、
社
員
数
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

「
経
営
者
と
し
て
の
責
任
が
あ
り
ま
す
の
で
、

生
命
保
険
に
は
多
数
加
入
し
ま
し
た
。
健
康
に

は
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、
医
療
保
障
は
そ
ん
な

に
重
要
視
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

仕
事
や
接
待
、
ゴ
ル
フ
な
ど
精
力
的
に
活
動

を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
50
歳
の
と
き
、
虫
垂

炎
で
初
め
て
の
手
術
と
入
院
を
経
験
。
そ
の
と

き
か
ら
、
奥
様
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
医
療

に
手
厚
い
生
命
保
険
に
見
直
し
た
そ
う
で
す
。

「
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
社
員
の

た
め
に
毎
年
の
人
間
ド
ッ
ク
も
欠
か
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
内
臓
疾
患
な
ど
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
60
歳
で
白
内
障
の
手
術
を
し
て
か
ら
、
高

齢
者
の
入
口
に
立
っ
た
と
自
覚
し
ま
し
た
ね
」

　

と
は
い
え
、
変
わ
ら
ず
仕
事
は
忙
し
く
、
時

は
慌
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
66

歳
の
と
き
、
人
間
ド
ッ
ク
で
前
立
腺
に
影
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
す
。

「
今
で
も
後
悔
し
て
い
る
の
が
、
検
査
を
す
る

病
院
選
び
で
し
た
。
仕
事
が
忙
し
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
近
所
の
内
科
病
院
に
行
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
」

　

検
査
の
結
果
は
前
立
腺
肥
大
症
で
し
た
。
翌

年
の
人
間
ド
ッ
ク
で
も
影
を
指
摘
さ
れ
、
そ
の

と
き
は
、
泌
尿
器
科
の
個
人
病
院
で
検
査
し
ま

し
た
が
、
結
果
は
同
じ
で
し
た
。

「
３
年
目
は
友
人
の
紹
介
で
前
立
腺
が
ん
に
も

詳
し
い
泌
尿
器
科
専
門
病
院
に
行
き
ま
し
た
。

す
る
と
、
が
ん
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
、

『
針
生
検
』
と
い
う
組
織
を
採
取
す
る
検
査
を

受
け
ま
し
た
」
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「
自
分
が
納
得
し
て
治
療
に
向
か
い
た
い
」

　

検
査
の
結
果
は
、
ス
テ
ー
ジ
３
の
前
立
腺
が

ん
。Ｋ
さ
ん
は
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

「
も
っ
と
早
く
専
門
病
院
で
検
査
を
受
け
て
い

た
ら
、
早
期
に
発
見
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
」

　

前
立
腺
が
ん
は
、
ほ
か
の
臓
器
の
が
ん
と
は

異
な
り
、
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る
た
め
、
早
期

に
発
見
で
き
れ
ば
、
治
り
や
す
い
が
ん
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
発
見
が
遅
れ
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
進
行
す
る
と
最
終
的
に
は

骨
や
ほ
か
の
臓
器
に
ま
で
転
移
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

「
医
師
か
ら
は
転
移
の
確
認
を
と
る
た
め
に
大

学
病
院
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
、
転
移
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
で
も
内
視
鏡
手

術
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
」

　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
内

視
鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
。
医
師
が
３
Ｄ
モ
ニ

タ
ー
で
患
部
の
画
像
を
見
な
が
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
を
遠
隔
操
作
し
て
手
術
を
行
い
ま
す
。

　

Ｋ
さ
ま
は
医
師
に
「
ち
ょ
っ
と
、
待
っ
て
く

だ
さ
い
。
周
り
に
も
相
談
し
て
決
め
ま
す
」
と

そ
の
場
で
断
り
ま
し
た
。

「
東
京
に
住
む
友
人
の
体
験
で
は
、
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
の
術
後
の
尿
モ
レ
が
な
か
な
か
治
ら
ず
、
５

年
経
っ
て
も
尿
モ
レ
パ
ッ
ド
が
手
放
せ
な
い
こ

と
が
悩
み
の
タ
ネ
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
１
で
手
術
を
し
た
友
人
は
、
術
後
１
ヵ

月
で
尿
モ
レ
は
解
消
し
、
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
ほ

ど
元
気
に
復
帰
し
た
と
聞
き
ま
し
た
」

　

同
じ
手
術
法
で
も
が
ん
の
ス
テ
ー
ジ
や
担
当

医
な
ど
の
違
い
が
あ
る
と
、
つ
く
づ
く
考
え
さ

せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

「
万
人
に
対
し
て
、
ベ
ス
ト
と
い
う
治
療
法
は

な
い
し
、
医
師
の
腕
や
患
者
と
の
相
性
も
あ
り

ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
ど
の
治
療
法
が
よ
い
か

情
報
を
集
め
て
、
自
分
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

Ｋ
さ
ま
は
自
分
が
が
ん
で
あ
る
こ
と
を
隠
さ

ず
、
友
人
や
周
り
の
人
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の

体
験
談
を
聞
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た

り
、
ネ
ッ
ト
診
断
も
受
け
ま
し
た
。

「
が
ん
を
告
知
さ
れ
る
と
、
も
ち
ろ
ん
気
持
ち

は
沈
み
ま
す
が
、
自
分
が
納
得
し
て
治
療
に
向

か
い
た
か
っ
た
の
で
す
」

が
ん
治
療
後
、
今
の
夢
は

「
妻
と一緒
に
豪
華
客
船
で
海
外
旅
行
」

　

Ｋ
さ
ま
は
生
命
保
険
に
い
く
つ
か
加
入
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
担
当
者
の
一
人
に
重
粒
子
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線
が
ん
治
療
を
受
け
て
、
前
立
腺
が
ん
が
完
治

し
た
経
験
者
が
い
た
の
で
す
。

　

重
粒
子
線
が
ん
治
療
は
、
体
を
切
ら
ず
に
す

む
放
射
線
治
療
の
一
つ
で
、
が
ん
病
巣
を
集
中

的
に
狙
い
う
ち
す
る
も
の
。
体
の
深
い
と
こ
ろ

に
あ
る
が
ん
に
も
治
療
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
他
の
放
射
線
に
比
べ
て
、
が
ん
細
胞
を
殺

傷
す
る
能
力
が
２
～
３
倍
ほ
ど
高
く
、
１
回
の

照
射
で
得
ら
れ
る
効
果
が
大
き
い
こ
と
も
特
徴

で
す
。

「
短
時
間
で
痛
み
も
な
い
、
治
療
期
間
も
短
く

て
す
む
と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
約
３
０
０
万
円

の
高
額
な
費
用
は
、
私
が
加
入
し
て
い
た
保
険

の
先
進
医
療
特
約
で
す
べ
て
ま
か
な
え
る
こ
と

も
わ
か
っ
た
の
で
す
」

　

Ｋ
さ
ま
は
、
が
ん
の
診
断
を
し
て
く
れ
た
泌

尿
器
科
の
医
師
に
相
談
し
、
早
速
、
重
粒
子
線

が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
に
受
診
し
ま
し
た
。

「
重
粒
子
線
が
ん
治
療
を
始
め
る
前
に
、
泌
尿

器
科
で
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
受
け
、
が
ん
を
小
さ

く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　

そ
し
て
昨
年
３
月
に
無
事
に
治
療
を
終
え
ま

し
た
。

「
が
ん
は
消
え
ま
し
た
が
、
治
療
後
も
ホ
ル
モ

ン
療
法
は
続
き
ま
し
た
。
副
作
用
で
顔
の
ほ
て

り
や
発
汗
の
あ
る
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
す
ご

く
て
、
夜
中
に
も
大
汗
を
か
く
不
調
が
あ
り
、

漢
方
薬
で
対
処
し
ま
し
た
。血
圧
も
高
く
な
り
、

降
圧
剤
を
内
科
で
処
方
さ
れ
ま
し
た
」

　

治
療
１
年
後
、
や
っ
と
ホ
ル
モ
ン
療
法
が
終

了
し
、
副
作
用
も
治
ま
り
ま
し
た
。

「
が
ん
闘
病
を
終
え
、
70
歳
に
な
り
ま
し
た
。

息
子
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
見
つ
け
た
の

で
、
仕
事
も
徐
々
に
や
め
て
廃
業
予
定
で
す
。

ゴ
ル
フ
仲
間
の
誘
い
に
も
応
え
た
い
で
す
が
、

な
ん
と
い
っ
て
も
今
ま
で
苦
労
を
か
け
て
き
た

妻
と
一
緒
に
、
豪
華
客
船
で
海
外
旅
行
を
す
る

の
が
夢
で
す
ね
」

　

最
後
に
久
米
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｋ
さ
ま
は
、
闘
病
後
も
変
わ
ら
ず
お
元
気
で

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
進
医
療
の
素
晴

ら
し
さ
を
身
近
で
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
、
前
立
腺
が
ん
な

ど
で
重
粒
子
線
治
療
に
公
的
医
療
保
険
の
適
用

が
広
が
り
、
さ
ら
に
身
近
な
治
療
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
、
先
進
医
療
と
し
て
お
よ
そ

３
０
０
万
円
か
か
っ
て
い
た
患
者
さ
ん
の
自
己

負
担
分
は
、
こ
れ
よ
り
大
き
く
減
少
し
ま
す
。

日
々
進
歩
す
る
が
ん
治
療
に
つ
い
て
も
、
多
く

の
お
客
様
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
務
め
て
ま
い

り
ま
す
」
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知
っ
て
い
ま
す
か
？

チ
ャ
ー
ジ
金
額
の
有
効
期
限

10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
」
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
手

段
で
支
払
い
を
行
っ
た
場
合
に
、
支
払
金
額
の

一
定
割
合
を
還
元
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

に
よ
っ
て
、
ス
マ
ホ
に
よ
る
決
済
が
ま
す
ま
す

普
及
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
知
ら
な
い

と
損
し
か
ね
な
い
ス
マ
ホ
決
済
の
落
と
し
穴
を

三
つ
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
「
チ
ャ
ー
ジ
し
た
お
金
や
ポ
イ
ン

ト
に
有
効
期
限
が
あ
る
」
こ
と
で
す
。「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
」
の
場
合
、
チ
ャ
ー
ジ
し
た
お

金
の
有
効
期
限
は
最
後
に
使
用
し
た
日
か
ら
５

年
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
付
与
さ
れ
る
「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
ボ
ー
ナ
ス
」
は
２
年
で
す
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
貯
め
ら

れ
る
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
」
の
有
効
期
限
は
、

最
後
に
使
用
し
た
日
か
ら
１
８
０
日
後
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
多
額
の
お
金
を
チ
ャ
ー
ジ
し

た
り
、
ポ
イ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
貯
め
た
り
し
て

も
、
有
効
期
限
ま
で
使
わ
ず
に
い
る
と
失
効
し

て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

二
つ
目
は
、「
利
用
上
限
額
や
支
払
い
上
限

思わず
伝えたくなる！

にまつわるお金
エトセトラ

第 104回

スマホ決済の
「落とし穴」

etc.…

額
が
少
な
い
ス
マ
ホ
決
済
が
あ
る
」こ
と
で
す
。

多
く
は
、
一
定
期
間
内
（
24
時
間
以
内
、
１
ヵ

月
以
内
な
ど
）
の
利
用
上
限
額
や
１
回
の
決
済

金
額
の
上
限
額
を
定
め
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
の
「
ｄ
払
い
」
で
は
、
電
話
料
金
合
算
払

い
の
場
合
、
毎
月
の
利
用
金
額
の
上
限
が
電
話

料
金
と
合
わ
せ
て
10
万
円
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
家
族
の
電
話
代
に
加
え
、
い
ろ
い
ろ
な
買

い
物
を
ｄ
払
い
に
集
約
す
る
と
、
上
限
に
達
し

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

三
つ
目
は
、「
出
金
（
現
金
で
の
払
出
し
・

口
座
へ
の
入
金
）
に
対
応
す
る
ス
マ
ホ
決
済
が

ま
だ
少
な
い
」
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
出
金
に

は
手
数
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
」
や
「
楽
天
ペ
イ
」
は
、
利

用
可
能
な
店
舗
が
多
く
て
便
利
な
の
で
す
が
、

出
金
の
た
び
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
は
１
回

税
抜
２
０
０
円
、
楽
天
ペ
イ
は
出
金
額
の
10
％

の
手
数
料
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

知
ら
な
い
う
ち
に
ポ
イ
ン
ト
を
失
効
さ
せ
た

り
、
手
数
料
を
取
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
お
使
い
の
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
の
ル
ー

ル
を
見
直
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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〜ブロック・地方協会からのボランティア・公益事業活動レポート〜

Vol.26 

子どもたちもおもわず笑顔に！	
動物園内の清掃ボランティア

岡山県協会　今城　啓慈

ましたが、小さな子ども達も動物を見ながら
の掃除は初めての経験で、興味津々のようで
した。落ち葉をどれだけ集められるか競争して
いるチームもあり、皆、思い思いに楽しそう
に掃除に励み、寒さも吹き飛ぶ勢い。
清掃が終わる頃には、皆が集めたたくさんの
落ち葉が山となり、感激もひとしおです。
大変充実した一日となりました。

今年の活動も目白押しです！

私たちの今後の活動としては、今年の 11 月
に岡山マラソンボランティア、12 月に池田
動物園の清掃活動と津山ミニセミナー、1月
は新春セミナー、2月には献血ボランティア
活動を予定。今後も、引き続き、活動を継続
して参ります！

動物たちを見ながら初めてのお掃除体験

2018年 12月 8日 9時半より、岡山県岡山市
の池田動物園にて清掃ボランティア活動を実施。
この日は、職員とそのご家族やお友達等、総
勢約 80名が参加しました。
池田動物園は園の大半が京山の山中にあり、
山の地形を利用した全国でも珍しい動物園です。
しかし、落ち葉が大量に積もってしまい、掃除
が大変とのこと。しかも、民間で運営されて
いるため、人手が足りない状況だそうです。
そこで、今回、JAIFA岡山県協会では少しでも
お役に立とうと、園内の清掃活動を実施する
ことにしました。職員の方々も、この提案には、
とても喜んでくださいました。
この日は、朝早くから寒い中での活動になり
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No.24

「あなたから買いたい！」と言われる人に
なること

2019 年 5 月 14 日、JAIFA 鹿児島県協会は、支部
活動報告会と春のセミナーを開催しました。講師には、
元関西最高記録を達成したナンバーワンホスト、現在
は実業家でコミュニケーションデザイナーとして活
躍されている、株式会社 FiBlink（ファイブリンク）
代表取締役の井上敬一氏をお招きしました。

「好かれる技術！～人を引き寄せる 3 つのコミュニケー
ションメソッド」というタイトルでご講演いただき、
一般市民の方も含め、220 名の参加がありました。
講演中は、会場全員での参加型の内容であったこと
から場内は皆さんの笑顔が見られ、あちこちで笑い声
があふれていました。「何を買うかではなく、誰から
買うか」ということを念頭に、「あなた自身が本当の
商品である！」など、わかりやすい言葉で、聴講者
を飽きさせない有意義なお話でした。コミュニケー

誰とでも気軽に話せる雰囲気の中でお互いに情報交換をしています！
レポーター　川路　貴久（鹿児島県協会会長／メットライフ生命）

鹿児島県協会では、毎月1回、幹事会を開催。25 名の幹事を教育・企画広報・社会奉仕・組織強化の
4つの委員会に配置し、各人が役割を持ち、連携しながら公益事業活動を推進しています。

	▶鹿児島県
人口 160 万 2,952 人

（2019 年 8 月 1 日現在）
鹿児島のシンボル桜島、
日本を代表する名庭園
島津家別邸「仙巌園」
等、美しいロケーションが
満載。温泉王国でもある。
世界遺産である屋久島
へは飛行機で 35 分程
で行くことができる。

ションのプロと感じさせられる内容で、皆さんにご
満足いただけたかと考えています。

「明るく楽しく」をモットーに

鹿児島県協会では、春と秋の年 2 回、一般参加型の
セミナーを開催しています。毎回 200 ～ 250 名ほど
の参加人数となっています。その際、鹿児島県社会
福祉協議会への車イス寄贈の募金活動や、メガネの
ボランティア回収などを積極的に実施しています。
また、2ヵ月に 1 回ほどの割合で県の献血センターの
会議室で幹事会を開催し、幹事自らが献血への協力を
行っています。
私たちが常に考えて活動していることは、JAIFA の
活動をまずは自分たちが楽しむこと。それが結果と
してお客さまや社会の貢献へと繋がっていくのでは
ないでしょうか。
ぜひ、これからも明るく楽しく活動していきましょう！
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JAIFA社会貢献顕彰

ご協力お願いいたします！！

カード類、メガネ、タオルの収集
収集期間  2019 年11月1日～ 2020 年 5 月 29 日

2011 度から開始された「社会貢献顕彰制度」は、地方協会で独自に実施している社会貢献事業において、地域の特色を活か
した活動を通じ住民の皆さまに広く喜ばれ、新聞に掲載されるなど、JAIFA 活動に大きく貢献している協会や個人を表彰する
制度として、事業年度ごとに JAIFA 年次大会で表彰を行ってまいりました。本年度も会員一人ひとりが社会貢献活動への関心
を深め、より積極的な活動に繋がるよう、十分な選考を検討したいと考えております。

2020 年度へ続く社会貢献活動事業の一環として、「カード類」、「使用しなくなったメガネ」、「未使用のタオル」について、
2020 年 5 月 29 日に開催する「JAIFA 年次大会 in 静岡」に向けて収集活動を展開してまいります。全国の皆さまのご協力
をお願いいたします。

カード、ハガキ、切手、 
有価証券の収集
現在使用していない、テレホンカードや
プリペイドカード、ハガキや切手などは
ございますか？
● カード類
テレホンカード、クオカード、プリペイド
カードなど
● 有価証券
ハガキ、切手など
※ただし、未使用品のみにてお願いします。
このカード類は換金のうえ、社会貢献活動
での支援に活用してまいります。

メガネの収集
使用しなくなったメガネを
お持ちでしたらお譲りください。
● メガネ
使用しなくなったメガネ（老眼鏡やサン
グラスも可能です）
ただし、レンズ、フレームに破損箇所が
あるもの、100円ショップで購入した商品
はご遠慮ください。

メガネは、NPO を通じ経済的に余裕の
ない国や、大きな災害時に被災地にお送
りし役立てていただくことができます。

未使用タオルの収集
ご自宅に未使用タオルはございませんか？
● ハンドタオル、バスタオル等
タオルは、年次大会の開催地である
静岡県内の福祉施設等の活動に役立て
ていただけるように、お渡しします。

アンケートの送付について
FAX でお送りいただく場合→アンケート回答用紙は、JAIFA ホームページ→「トピックス」にも掲載しておりますので、ダウンロードしてお使いください。
メールでお送りいただく場合→「推薦名称」「推薦理由」と推薦者の「協会名」「会社名」「お名前」をお書きいただき下記メールアドレスまでご送信ください。
参考となる資料等も別紙添付のうえ、お送りいただければ幸いです。

2019年12月5日（木）必着で、下記 JAIFA 本部事務局までお送りください。選考の参考として検討してまいります！！

そこで、2020 年 JAIFA 年次大会 in 静岡へ向けて、
受賞候補者の推薦アンケートを募集いたします。
あなたの近くにいる継続して社会貢献を行っている功労者（個人・団体）の推薦をお願いします！！

＜回収方法＞カード類、メガネ、タオルは、2020年5月29日の静岡年次大会会場へご持参いただくか、地方協会内でまとめて収集ください。
※カード類は有価証券のため、現金と同様に扱ってください。

JAIFA 本部事務局　JAIFA 社会奉仕委員会
〒 103-0022　東京都中央区日本橋室町 1-13-5 日本橋貝新 N.Y. ビル 6 階
TEL：（03）3241-6633　　FAX：（03）3241-0314　　E-mail：info@jaifa.or.jp

問合せ先

● テレホンカード類   45 枚
● ハガキ、切手   891 枚
● メガネ   405 個
● タオル   8,825 枚

2019年長野大会回収実績

社会奉仕委員会からのお知らせ

～2020 年 JAIFA 年次大会 in 静岡 表彰へ向けて～
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ご協力ありがとうございました！！ご協力ありがとうございました！！




